


【2017年度第3四半期実績】
 当期利益：2,529億円（前年同期⽐：＋1,414億円）
 基礎収益：2,326億円（前年同期⽐：＋800億円）

 資源ビジネス：⼤幅に増益
・価格上昇の影響により、ボリビア銀・亜鉛・鉛事業や南アフリカ鉄鉱⽯事業、
豪州⽯炭事業が堅調に推移

 鋼管事業：収益改善
・⽶国でリグカウントが緩やかに増加

 その他⾮資源ビジネス：増益
・リース事業や建機事業、メディア・⽣活関連の国内主要事業会社や不動産事業などの
コアビジネスが堅調に推移
・⼤型EPC案件の建設進捗

 ⼀過性損益：約+370億円（前年同期⽐：約＋690億円）
 前年同期：チリ銅・モリブデン事業の減損損失など⼀過性損失約△320億円
 当期：⽶国税制改正や資産⼊替に伴う⼀過性利益あり

【2017年度通期⾒通し】
 当期利益：3,000億円に上⽅修正 (11⽉公表値⽐：+200億円)

 基礎収益は第3四半期まで堅調に推移しており、第4四半期も引き続き堅調を⾒込む
 ⽶国税制改正の影響あり（約+170億円）

【配当】
 2017年度の年間配当予想：60円（11⽉公表予想：56円）

 通期利益⾒通し3,000億円に対し連結配当性向25％を適⽤
 1株当たり配当は、11⽉公表予想の56円から4円増配の60円
（中間配当⾦は28円、期末配当⾦は32円を予定）



【キャッシュ・フロー実績】
 当第3四半期累計フリーキャッシュ・フロー：837億円のキャッシュ・イン
＜キャッシュ・イン＞
 基礎収益キャッシュ・フロー：2,154億円

・コアビジネスが着実にキャッシュを創出
 資産⼊替：約1,300億円

＜キャッシュ・アウト＞
 その他の資⾦移動：約1,700億円

・ビジネスの伸⻑に伴う運転資⾦の増加や、貴⾦属取引における
在庫商品の積み増しなど⼀時的要因

 投融資実⾏：約1,900億円
・ブラジル⽔事業への参画、ミャンマー通信事業への追加投資 等

【財政状態】
 総資産：8兆298億円（前期末⽐+2,680億円）
 棚卸資産の増加等

 株主資本：2兆6,292億円（前期末⽐+2,627億円）
 主に当期利益の積み上げによる増加

 ネットDER：1.0倍（前年度末⽐0.1ポイント改善）











 1⽉初旬のサイクロンの影響により、プラント設備損傷の復旧ならびに
安全確認の為、1⽉中は操業停⽌
 復旧作業は当初予定通りに進み、1⽉末より段階的に操業再開
 硫酸プラントの⼀部故障等により、2018年度第1四半期までは操業が
制約される⾒込みだが、2018年度第2四半期は操業率80％レベルの
安定操業を⽬指す

 2017年度業績⾒込み：▲160億円（昨年11⽉公表▲142億円）
 第4四半期にサイクロンの影響等により操業率は50％程度となり、
約20億円下⽅修正



 ⽶国タイヤ事業TBCの共同運営および戦略提携についてミシュラン社と合意
⇒TBCは当社/ミシュラン社 それぞれ50％出資の持分法適⽤会社化
 事業価値：約1,520百万㌦（2016年度修正後EBITDAの9.3倍）
 本件に伴う当社業績へのインパクト（連結ベース）

・約1,700億円の資産削減、および約700億円のキャッシュインを⾒込む

 統合効果
 卸売事業

・ミシュラン傘下の⽶国第4位のTCiと、⽶国第5位のTBCが統合し、
⽶国で第2位の事業者に
・今後はそのネットワークを⽣かし、物流機能の強化や、オペレーションの
効率化を進める

 ⼩売事業
・オンライン販売や法⼈⾞両メンテナンスサービスについてミシュラン社の
ノウハウを活⽤し、新規顧客の開拓を進める

 年度内のクロージングを⽬指し、各国の独禁法の承認取得⼿続き中


